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業
務
継
続
計
画
を
策
定
し

大
規
模
災
害
に
備
え
る

　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、役

場
自
体
も
被
災
し
、業
務
に
必
要
な

資
源（
職
員
、資
機
材
、情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
な
ど
）が
大
き
な
被
害
を
受
け
、行

政
機
能
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、災
害

対
策
業
務
や
、中
断
す
る
と
町
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
業
務
は
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、平
成
30
年
３
月
に「
業

務
継
続
計
画
」を
策
定
し
、役
場
機

能
が
低
下
す
る
場
合
で
も
業
務
を

継
続
し
、早
期
に
復
旧
で
き
る
よ
う

備
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
向
上
に

貢
献
す
る「
防
災
士
」

　

被
災
直
後
は「
公
助
」が
十
分
に

機
能
で
き
な
い
状
況
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、昨
年
度
か
ら
地
域
防
災
力
向

上
の
担
い
手
と
し
て「
防
災
士
」の
養

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
間
で
、防
災
士
の
人
数
に
差

が
で
る
こ
と
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。ま
だ
防
災
士
が
い
な
い
と
い
う

地
区
で
は
、ぜ
ひ
養
成
講
座
の
受
講

者
を
選
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
地
震
被
害
の

「
災
害
見
舞
金
」制
度
を
創
設

　

災
害
で
被
災
し
た
場
合
、全
壊
、

大
規
模
半
壊
、半
壊
が
従
来
の
生
活

再
建
支
援
制
度
の
対
象
で
し
た
。

　

半
壊
は
、建
物
の
20
％
以
上
40
％

未
満
が
損
害
を
受
け
た
状
態
。例
え

ば
、建
物
の
外
壁
と
内
壁
が
全
て
崩

れ
落
ち
た
場
合
に
、20
％
の
損
害
と

判
定
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、今
回
の
地
震
に
よ
る
損

害
の
ほ
と
ん
ど
は
10
％
未
満
。こ
う

し
た
状
況
か
ら
、条
件
を
緩
和
し
、

被
災
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に「
災
害

見
舞
金
」の
交
付
を
行
い
ま
す
。住

家
被
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

■
問
合
せ

総
務
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
１

「
防
災
＝
特
別
な
準
備
」

で
は
な
い

　

今
回
の
地
震
は
、真
夜
中
に
発
生

し
、同
日
朝
８
時
ま
で
に
33
回
の
震

度
１
以
上
の
揺
れ
を
観
測
し
ま
し

た
。続
く
揺
れ
に
、不
安
を
感
じ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
震
か
ら
約
１
月
半
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。今
、災
害
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
意
識
は
ど
う
で
す
か
？
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と
よ

く
言
い
ま
す
。

　
『
防
災
＝
特
別
な
準
備
』で
は
あ

り
ま
せ
ん
。『
防
災
＝
何
か
あ
っ
た
と

き
で
も
普
段
の
生
活
が
で
き
る
準

備
』で
す
。

　

梅
雨
に
な
り
雨
も
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。あ
な
た
は
、あ
な
た
の
地
域
の

準
備
は
、万
全
で
す
か
？

　志々地区では、10年以上前から公
民館を中心に、県の防災担当者を招
き、ハザードマップを使って、土砂崩
れの危険箇所の確認などのワークシ
ョップを行っています。また、小学校と
保育所、一般が合同で行う運動会で
は、志々地区体育協会とタイアップし
て、防災競技を取り入れ、防災意識の
啓発を図ってきました。
　「9日未明に発生した大田市を震源
とする震度5強の地震は、災害に甘んじていた私たちを、一瞬の内に恐怖に陥れま
した。これまでの活動は、啓発にとどまり『いざというとき』に、一人ひとりがどう動
き、行政の支援が届くまで、住民同士がどう助け合うか、どう連携するか（お助けネ
ットを張るか）、というような具体策には行き届いていませんでした。このような課
題を解決していくため、志々地区では、平成29年度に志々自治区を中心とした『自

主防災組織』を新たに立ち上げま
した」と話すのは、志々公民館館長
の伊藤志津江さん。
　3月7日には、志々地区自主防災
組織が主催し「防災サロン」を開
催。かまどによる炊き出しや非常食
の試食、簡易トイレなどの防災用
品の展示のほか、雲南消防署から
講師を招き、火災を想定した避難
訓練や初期消火訓練などを実施し
ました。
　志々地区自主防災組織事務局長

の桐原敏さんは、「今回の地震では、志々地区でも多くの被害が発生しました。この
地震を教訓に、いつどんな形で襲ってくるか分からない災害に対して、真剣な自主
防災組織の話し合いをスタートさせたいと思います。平成30年度には、『地区防災
計画』を策定する予定です」と話します。また、伊藤さんは「行政等の機関でも、いざ
というときに、地域と連携の取
れる体制を構築していただき
たい」と町への要望も話しまし
た。
　普段から、地域での活動を、
若者から高齢者まで幅広い世
代で行っている志々地区。地域
づくりのなかに、防災の視点を
取り入れた新しい取り組みが始
まっています。

志々地区自主防災組織を立ち上げました

未明の激震に驚く
防災は生活の中に

災害見舞金
区分

一部破損

小規模破損

　　　状態

住家被害の程度が
10％以上20％未満
住家被害があり、
その程度が10％未満

金額　 

上限40万円

一律3万円

　　　条件

対象は住家のみ。り災証明書が必要
（役場が現地で被災状況を確認して
  発行します）

耐
震
診
断

対
象　

町
内
に
あ
る
木
造
住
宅

で
①
と
②
に
該
当
す
る
住
宅

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
し
て
い

る
、一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併

用
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

工
事
着
手
し
た
住
宅

助
成
額　

診
断
に
必
要
な
費
用

の
３
分
の
２
以
内
の
額（
千
円
未

満
切
捨
て
）上
限
６
万
円

耐
震
改
修

対
象
者　

次
の
①
〜
③
に
該
当

す
る
住
宅
を
所
有
し
、自
ら
居

住
し
て
い
る
人

①
町
内
に
あ
る
一
戸
建
て
ま
た

は
併
用
の
木
造
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

工
事
着
手
し
た
住
宅

③
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部
構

造
評
点
が
１
・
０
未
満
と
判
定

さ
れ
た
住
宅

助
成
額　

耐
震
改
修
工
事
に
必

要
な
費
用
の
23
％
以
内
の
額（
千

円
未
満
切
捨
て
）１
棟
あ
た
り
上
限

80
万
円

※
注
意
事
項　

事
前
着
手
は
認

め
て
い
ま
せ
ん
。申
請
す
る
場
合

は
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

建
設
課　

電
話
７
６
・
３
９
４
２

民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

飯南町役場 総務課 
防災担当 主任 烏田範昭

志々公民館の伊藤館長（写真右
）と

志々地区自主防災組織の桐原
事務局長（写真左）

かまどでの炊き出し（防災サロン）

志々地区合同体育大会の防災啓発競技
胸骨圧迫・人工呼吸・AEDの使用をみんなで


